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図－1　ブナの林木遺伝資源保存林（赤丸）と環境

省の植生調査からブナが生育していると考えられる

地域（緑のメッシュ）。上の写真は、「青森ブナ４林

木遺伝資源保存林」。

図－2　ブナ植生の環境データによる主成分分析の結果

（緑の四角）にブナの林木遺伝資源保存林のデータ（赤

丸）を落とし込んだ図。

図－3　主成分分析で第三象限

に入った地域。
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１．はじめに

　医療の世界市場は現在500兆円規模で、自動車

産業の４倍以上と言われています。我が国の医薬

品の市場規模は約９兆円で、その内2012年度の医

療用漢方製剤の規模は薬価ベースで1312億円であ

り、右肩上がりの伸びを示しています。しかし、

原料のほとんどを中国からの輸入に頼っているの

が現状であり、レアアースと同じ問題が生じる可

能性があります。

　カギカズラ(Uncaria rhynchophylla ) は、アカ

ネ科カギカズラ属の常緑蔓性樹木で、本州の房総

半島以南の山林に自生しています。その鈎を伴っ

た茎は、漢方薬として高血圧や認知症の改善に効

果があり、有効成分として、リンコフィリン、ヒ

ルスチン、コリナンテイン等を含有します。そこで、

本研究では、薬用機能性樹木の増殖技術の開発の

一環として、カギカズラの組織培養条件を調べま

した。

２．組織培養

　2年生の山取り苗木（岡村政則氏提供）より茎片

を採取し鈎付きの茎片を培養したところ、1ヶ月後

に鈎から芽が生成しました。それらを伸長させて

得られたシュート（茎と葉）をIBA 0.02 mg/l 含

有の1/2MS培地で培養し、シュートより発根再生

個体を得ました（図1）。

　再生植物体の茎片から腋芽を誘導することの繰

り返しにより、大量増殖が可能でした（図2）。

　組織培養によって、無菌的に再生された植物体

は苗テラス（小型閉鎖型育苗施設）を用いて高湿

度の元に鉢出しし、約２週間程度をかけて外部環

境に順化させました。

３．今後の展開

　カギカズラの組織培養による増殖手法として、

鈎付き茎片を培養してシュートを誘導させ、それ

を発根させて植物体を再生し、生育させ再びその

茎片から不定シュートを誘導し、それから更に個

体再生を図ることが考えられます。1本の茎片から

半年で約100本の植物体が得られます。今後、増

殖率の改善と、有効成分を安定して多く含有する

個体のクローン化を進めたいと考えています。

　なお、植物ホルモンのBAPと2,4-D を含有した

1/2LP培地では茎片からカルスが得られ、今後の

ソマクローナル変異（細胞培養中に生ずる遺伝変

異）を用いた、より成分を多く含んだ個体の開発

等に活用できると思われます。                                                

(森林バイオ研究センター　石井克明)

図 -1　カギカズラの再生植物体 

図 -2　カギカズラのプラントボックス内の

　　　増殖植物体

１．はじめに

　林木遺伝資源保存林は主要林業樹種や稀少樹種

等の遺伝資源を広範に生態系内に保存する目的で

国有林内に設定されています。この目的に対し現

存の保存林がどのように寄与しているかを評価す

るために、樹木の生育に関係が深い気温や降水量

といった気候条件を用いて、保存林が対象種の生

育範囲のどの部分をカバーしているのかを調べて

います。本稿ではブナの例を紹介します。

２．評価の方法

　気象庁のメッシュ気候値を元に、気温や降水量

といった樹木の生育に重要と考えられる14の環境

要因のデータを抽出し、主成分分析という統計的

手法により、第一主成分（横軸）と第二主成分（縦軸）

の二つに情報量の圧縮を行いました。この二つの

主成分がもともとの要因のうち何で最も説明でき

るのかの意味を解釈し（グラフの下と左の矢印）、

その上で、林木遺伝資源保存林が分布域のどの位

置を占めているかを同じ平面上に落とし込み、分

布域の環境に占める保存林の位置の評価を行いま

した。その結果、寒くて雨や雪が少なく、日照時

間の多い環境にある地域（青い点線で囲った部分）

に保存林の設定が少ないということがわかりまし

た。そこでそのような環境にあるブナの生育地域

を地図に示してみたところ図-3のようになりまし

た。

３．結果の利用

　地理的な遺伝構造についても考慮しながら、カ

バーしていない環境条件をもつ地域に林木遺伝資

源保存林を新たに設定したり、これらの地域から

穂や種子を採取して生息域外保存を行ったりする

ことにより、現在の遺伝資源保存林の役割を補強

し、特に環境適応に関する遺伝変異をより広範に

保存することに寄与できる可能性が大きいと考え

られます。

(遺伝資源部　探索収集課　宮本尚子)

漢方生薬原料樹木カギカズラの組織培養 環境条件からみた林木遺伝資源保存林の評価




